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図1 UPt3の圧力下比熱 (C/T-T7.ロ･)ト)
ー768-
8.7kbar,JK2T)においてpc以上で
比熱には逐次相転移を示す異常は
見られていない｡
圧力下での超伝導状態の比熱は温
度の2次に比例し､またjh前後で
比熱の温度依存性および残留電子
比熱係数ともに明らかな変化は見
られなかった｡
次に磁気熱量効果の結果につ
いて述べる｡磁気熱量効果は断熱
系にある試料の磁場に対する試料
温度の応答として観測される｡測
定方法はM.Sieckらと同じ手法で
あるが､我々はさらに温度変化を
可逆的な成分と非可逆的な成分に
分離して解析した｡
可逆的な成分はB相-C相､
C相一常伝導相の相境界付近で従
来知られているようなステップ状
の変化を示す｡非可逆的な成分は
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図2 圧力下UPt3の磁気熱量効果
実線はアイガイ ドのため
低磁場側において著しい発熱を示すが､磁場をかけるにつれて急激に発熱は抑えら
れる｡そしてHC2の直下において再び発熱を示す領域がある｡この結果をK･Tenyaらに
よる常圧下の磁化測定5)の結果と比較すれば､ち去うど磁化ヒステリシスの大きい領
域で発熱も大きくなる事がわかる｡非可逆的な発熱を磁束のピン止めによる効果と
解釈すれば､すなわちHc2直下に見られる異状はピーク効果によるものと考えられる｡
圧力下で多重相図を作成する目的に対しては､到達最低温ではB相-C相の相境
界を観測できたが､高温側に移ると非可逆的な発熱が大きくなり､相境界を確定す
ることができなかった｡この非可逆的な発熱は磁場掃引を行う以上､不可連なもの
であり､今後複合相図の完成を目指す上で測定精度の改良が必要であると考えてい
る.またC軸に垂直な磁場方向の測定を行う予定ゼある｡
著者の内の一人 (幸田)は日本学術振興会より研究援助を受けています｡
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